
平成1 9年度 第2回 ｢越前市地域公共交通会議｣

概 要

日 時 "平成 20 年 3月 26 日 (水) 14 :00 ~ 16 :30

会 場 :越前市市民ホール 2階 第 3会議室

出席委員 :16名 欠席委員 " 4 名

1 . 開 会

2 . 会長あいさつ 川上洋司会長

3 . 報告事項

(1) 市民バス (のろっさ) 運行について

① 越前市市民バス本格運行の利用実績報告 【資料 1 1

市民バスの利用実績について、平成 18 年度 2月までの利用者人数と平成 19

年度 2月までの利用者人数を比較すると 7.5 % 増加。その要因としては、平成

l8年度に実験運行を行い、平成 19年 4 月 23日から本格連行を開始したこと、

また、 低床バスの新車導入等が考えられるとの報告があった。

② 公募提案型委託契約について 【資料2 1

平成 20年度の市民バスの運行事業を委託するにあたり、受託機会の公平性

及び透明性を確保した上で、市民バス運行の最もふさわしい委託先を審査し、

併せて競争原理に基づく手法として ｢公募提案型委託契約｣ 方式を実施した

ことについて報告があった。 また、 次年度以降に反映させるため、 制度の内

容について意見を求めた。

(2) 路線バスについて

① 高校生の利用促進 【資料 3 1

高校生の遠距離バス通学の利便性を図るため、 平成 19 年 11 月 1 日から、



福鉄バス池田線及び武生 ･越前海岸線の運行ルートやダイヤを改善したこと

について報告があった。

② 路線バス運行計画の変更について 【資料4 1

南越前町河野地区の住民要望により、 学生等の帰る時間にあわせ、 平成 20

年 4 月 1 日から王子保 ･河野海岸線の武生新発を 18 :40→19 :20 に 40 分間遅

らせ改善を行うことについて報告があった。

(3) 運転免許自主返納支援事業について 【資料5 1

平成 19 年 10月 1日から平成 20 年 3 月 26 日までの運転免許自主返納支援事

業申請者数は 24人。平成 18年度の 1年間における越前市内の運転免許自主返

納者数は 9 人であり、 この半年で昨年 1 年間の 2.7 倍と、 この支援事業の効果

が大きく表れている。

(4) J R 駅前広場バスシェルター整備について 【資料6 1

J R 武生駅前広場にあるバスターミナルは、 路線バスや市民バス、 湯楽里行

きバスが結節する公共交通の重要なアクセスポイントである。 このバスターミ

ナルのピーク時には、 高齢者等の乗客が雨の日には傘をさして立ったまま待っ

ている状態であったが、 雨風をよけるバスシェルター及びベンチ、 時計を平成

19 年 10月 31 日に設置し利用者の利便性を高めたと報告があった。

(5) 市都市戦略策定公共交通チームについて 【資料 7 1

市では、 各部局の若手職員 11 人からなる庁内横断型のチームを編成し、 新

しい公共交通のあり方について調査研究を行った。その研究結果について、平

成 19 年 11月 20 日に市長に提言を行った。その提言書について報告があった。

4 .協議事項

(1) 福武線利用促進について “ 【資料 8 1

福武線利用促進の市民フォーラムや福武線存続の署名活動等の結果につい

て報告があった。また、福武線存続に向けた沿線 3市住民の合同会議や越前市

内における市民連絡会議の動きについて紹介された。

5 . 閉 会



越前市市民バス利用実績報告書 【資料11
武生エリア年度別利用客数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 簿。月 11月 す2月 1月 2月 3月 一日一日T

H 1 7年度 2.9 5 6 2,96 1 2,94 1 3,193 2 ,94 9 3,177 R R舛 3 ,174 3,3 0 9 3 ,3 76 31 86 3,3 8 7 38,430

H 1 8年度 ク R R 4 2 ,9 75
Q n只4 31 49 3.119

R n n R 4 .159 4! 14 3 ,6 93 3 .5 3 7 3 ,72 1 4l 66 4 1 586

H 1 9年度 37 85 4 .2 11
4 4 R ? 4 に? 4 4 421 4 ,

n R R 5,6 13 4 367 4 ,4 28 4 ,38 0 4,879 0 4 9,115

今立エリア年瞳別利用客数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

H 17年度 9 n Q E 2.0 4① 3 ,6 70 3の0り 1,997 3 .132
R ? 9 6 3.90 4

q れ0 0 Q Q Q O 4 Rクク 4 0 ? 1 40,061

H 18年度 ? qりR 32イ4 3,735 2‐9 l9 亀4 16 34 40 3 ,90 8 33 45 3,0 6 5 30 09 3 ,18 5 27 81 3 6,97 2

H 1 9 年度 2字Q1 ? R気1 3.0 74 2 .2 7 7 1 09 1 9 につれ ク R R 4 3 ,0 73 2 ,4 55 2 ,4 40 之819 278 59

l せ .

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

H 1 7 年度 汽R巧屯 5 .90 7 6 611 6,19 5 4 ,94 6
R 久n g 71 16 7,0 78 6,79 7 67 65 7.50 8 7,4 0 8 7 8 ,4 9 1

H 1 8年度 57 89 6,2 19 6忍l9 R h a o 4 R R R 6 ,4 4 5 8 .0 6 7 74 59 6 758 6,54 6 6.90 6 G 947 78 ,5 58

H 1 9 年度 6,17 6 7.04 2 7 5ク6 G.80 1 5.5 f2 6.5 79 8.4 9 7 7.4 4 0 6,8 83 6 ,82 0 7.69 8 7 6,9 74

利用客増減数
(H 19…H 18)人 387 RつR 707 733 977 134 430 △ 19 125 274 792 5,363

利用客増減率
(H 19- H 18) % 67 13 9 10 .4 12 .1 21 6 2.f 5 .3 △ 03 l.8 4 .2 = .5



l資料2｣

市民バス運行事業 公募提案型委託契約について

1‐市民パス運行事業の公募提案型委託契約の趣旨

平成 20 年度の越前市民バス (のろっさ) の連行事業を委託するにあたり、 受託機会の公平性

及び透明性を確保した上で、市民バス運行の最もふさわしい委託先を審査し、併せて競争原理に

基づく手法として ｢公募提案型委託契約｣ 方式を実施した。

2 .委託内容

公募提案Aコース 越前市市民バス (武生エリア) 8 路線

公募提案Bコース 越前市市民バス (今立エリア) 3 路線

※いずれの連行期間も、 平成 20 年 4 月 1日 ~ 平成 21 年 3月 3 1 日ま で。

平成 20年度予算額 49 ,000 千円

3 .参加者の資格

①平成 20年 4月 1日までに、 越前市内に本店及び支店、 営業所を有する者で、 道路運送法第 4

条第 1項の許可を得られて、 一般乗合旅客運送事業を開始できるもの。

②また、 一般乗合旅客自動車運送事業において、 必要とされる運転者講習 (路線教習) や管理

体制の構築ができるもの。

③共同事業者による参加…共同事業者とは、 複数の事業者が共同して事業を行う場合で、 代表

事業者及びその他の事業者からなるものをいい、 市と締結する市民バス運行事業委託契約の

相手方となり、 提案した内容に基づく事業の実施に連帯して責任を負う。

4 .評価項目及び評価方法

5名の選考委員が 1月 31 日にヒアリングを行い、 その後、 提案書に沿って、 下記の評価項目①

~ ⑤について採点を行った。評価項目①~ ⑤の評価点は、各選考委員の与えた点数の平均値で決

定。 この評価点に運送経費の見積り金額の評価点を加算して、 最も点数の高い者と契約する。

評価項目

(a) 業務経歴 ①業務実績 (5点)

(b) 業務実施体制 ②業務実施体制 (5点)

(c) 本業務への提案 ③安全確保策 (10 ,点)

④利用者利便の確保と利用者拡大策 (25点)

⑤環境保全への取組み (5点)

(d) 見積金額 (事業予定額を上限額とする) 及び積算内訳

⑥運送経費の見積り金額 (50点)

合計 100 点

5 .選考結果

公募提案Aコース 福井鉄道株式会社

公募提案Bコース ヤマトタクシー株式会社 ･武生タクシー株式会社共同企業体



臘料3-

路線バス 高校生の利用促進について

高校生の遠距離バス通学の利便性を図るため、 11月 1 日から、 福鉄バス池田線及び武生 ･越前

海岸線の運行ルートやダイヤを改善した。

◇福鉄バス 池田線の改善

① 武生東高校 ･武生高校への通学時間帯での運行

池田発→味真野経由→武生新着の時計回りから、 池田発→武生東高校、 武生高校経由の反

時計回りにルートを変更。

② J R 武生駅に到着後、 武生工業、 武生商業、 高専、 鯖江高校、 丹南高校を巡回。

※稲 。 6 :40→武生東高校 7 :18→ 武生高校 7 :29→ J R 武生駅 7:35→ 〔高校巡回バス〕 武生

工業 7 4 2→武 生商業 7 :53→高専 7 :55→鯖江高校 8 :02→ 丹南高校 8 :09

※1月の平均利用者数

高校生 28 人、 計 28 人。

③ これにあわせ、 池田町の貸切スクールバスを廃止。

④ 帰路についても、 丹南高校から J R 武生駅までを巡回。

⑤ 巡回に要する費用を県が平成 20年 9月まで負担。

◇福鉄バス 武生･越前海岸線の改善

① 通学時の 2便体制を 3便体制へ強化し、 高校巡回 ･直行バスを運行。

越前岬 6 :25→武生新 7 :33 (現行どおり)

< 高校巡回バス>

かれい崎 6:30→ J R 武生駅 7:45→ 〔高校巡回バス〕 武生工業 7:52→武生商業 8 :03→高専

8 :05→鯖江高校 8 :12→丹南 高校 8 :19

※平均利用者数

高校生 38 人、 一般等 2 人、 計 40 人。

< 高校直行バス> (増便)

かれい崎 6:40→武生新 7:57→ 〔高校直行バス〕 武生高校 8 :00→武生東高校 8 :12

※平均利用者数

高校生 46 人、 一般等 1 人、 計 47 人。

② 帰路についても、 丹南高校から J R 武生駅までを巡回。

③ 巡回に要する費用を県が平成 20年 9月まで負担。
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池田町、 越前町からのバス通学利便向上内容 (福井鉄道バス 池田線、 武生 ･越前海岸線)

各高校付近には

1 便 7 :45 ~ 8 :TO 項到着予定

2 便 7 :55 ~ 8 :20 項到着予定 ●丹南高

越前岬

武生 ･越前海岸線

　　　　 　　　　　

越前町
かれい崎

建剛 巡回バス

鬱%　　
　 　 　

　 　

顫鰯圏翹圏國簿● 鯖 江 高

　
　

箒武生商業高

　 　　　 　　　　

　 　　　　　　　　

邊新駅 武生高 夕方の
　 　

隔

融

池田線

レー ト 増はを. %
%
◆

池田町　

　
　

　
　　　　　　　　 　

　
　　　

　
　
　

　　　　　　　　

、
の教書ノレート ダ l . , .

福井高専●
卷顫鰯圏翹圏國簿●鯖江高

直行獲る.が距團･◆ ●

　
　　　　

　　 　　　
武生高 夕方の改善レート

武生ヱ業詞珍

① 通学時の 2 便体制を 3 便体制へ強化し、 高校巡回 ･直行パス

を連行
･ 越前岬 6 :25 発 福鉄武生新駅着 (現行どおり)

･ かれい崎 6 ;30 発 J R 武生駅着 く到着後、 武生工業、 武

生商業、高専、鯖江、丹南高校を巡回)

かれい崎 6 :40 発 (増便)

福鉄武生新駅到着後、武生 ･武生東高

校へ直行
② 下校時間には、 丹南高校からJ R 武生駅まで各高校を巡回

池田町における改善内容〉 11月から裏 予
① 武生東、武生高校への通学時間帯での連行

･ 池田 6 :40 発 味真野経由 福鉄武生新獣着を武生東、
武生高校経由に変更

② J R 武生駅に到着後、武生工業、武生商業、高専、鯖江、

丹南高校を巡回
③ 下校時間には、丹南高校からJ R 武生駅まで各高校を巡

回

池田線
武生 ･越前海岸線

圈囮圏困醒囮囮圀囮圈覇 高 校 巡 回 バ ス

※実線は既存路線 点線は新規路線



l資料到

路線バス運行計画の変更について

◇福鉄パス 王子保･河野海岸線の改善

① 南越前町河野地区の住民要望により、学生等の帰る時間にあわせ、武生新発を 18 :40→ 19 :20

に 40 分間遅らせる。

※武生新発 19 :20→ J R 王子保駅前 19 :38 経由→糠長島着 20 :07

② J R のダイヤ改正にあわせ、 J R 王子保駅との接続に余裕を持たせるため、 糠長島発の全

ての便をそれぞれ 2 分間早める。

※いずれも、 4月 1 日付けで変更。

運転免許自主返納支援事業について

◆平成 2 0 年 3月 2 6 日末現在の運転免許自主返納支援事業申請者数

平成 1 9 年 1 0 月 7 人 (年齢の内訳) (有効期限の内訳)

1 1月 4 人 6 0 歳代 1 人 1年間を保障 1 2 人

1 2 月 4 人 7 0 歳代 1 1 人 有効期限の残年数 1 ~ 2年 8人

平成 2 0 年 1月 5 人 8 0 歳代 1 2 人 " 2 ~ 3 年 3 人

2 月 2 人 〃 3 ~ 4 年 1 人

3 月 2 人 " 4 ~ 5 年 0 人

合 計 2 4 人

◇市内の運転免許自主返納者数

平成 18 年度 1年間 9 人

平成 19 年 1月 ~ 8 月 30 日 13 人 ′

平成 19 年 10 月 ~ 3 月 10 日 27 人

◇高齢者の交通事故の状況

平成 18 年 1月 ~ 12月 高齢者第 1当事者数 66 件

平成 19 年 1月 ~ 12月 高齢者第 1当事者数 69 件

平成 18 年 10 月 ~ 平成 19 年 2月 高齢者第 1当事者数 25 件

平成 19 年 10月 ~ 平成 20 年 2月 高齢者第 1当事者数 31 件

◇市内 65歳以上の高齢者人口 平成 18 年 4月 1 日現在 19,004 人 (外国人 44 人含む)

平成 19 年 4月 1日現在 19,445 人 (外国人 48 人含む)
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1資料6I

J R 武生駅前広場パスシェルター整備について

1 . 事業の概要

J R 武生駅前広場、 バスシェルター及びベンチ、 時計の設置

平成 19年度予算 2,39 1,900 円

(ノーマイカー交通促進支援事業県補助金 1/2 1,195 千円)

2 . 事業の成果

J R 武生駅前広場にあるバスターミナルは、 路線バスや市民バス、 湯楽里行きバス

が結節する公共交通の重要なアクセスポイントである。

このバスターミナルのピーク時には、 高齢者等の乗客が雨の日には傘をさして立っ

たまま待っている状態であったが、 雨風をよけるバスシェルター及びベンチ、 時計を

平成 19 年 10 月 31 副こ設置し利用者の利便性を高めた。

■- ■‐ -
　 　　

■■ - ■■‐ -■■ ■■ ■■■- = -■‐■-
r檻:

1 1翻11 1 置- 1 ･ 1 .
1 ■m

.11 1 1
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資料7l

越 前 市

- これからの公共交通のあり万一

政策提言

平成 1 9 年 1 1 月 2 0 日

越前市都市戦略策定公共交通チーム

担当部長 企画部理事 ･ 友兼 和昭

担当課長 企画部政策推進課課長 河瀬 信宏

チーム員 防災安全課 小池 幸弘
市民課 野澤 雅人
保険年金課 大森由紀子

長寿福祉課 白崎 加奈
社会福祉課 福田利士行

観光振興課 齊藤 格里
農林整備課 谷崎 義隆
都市整備課 山崎 幸子

地域づくり課 高木 恵未
会計課 吉田 ユカ

教育総務課 武藤加代子



唯
一I チームに与えられた課題

越前市における定住化の促進に資するため、 これからの公共交通のあり方について調

査研究し、 公共交通体系に係る政策を提案する。

2 これからの公共交通のあり方について

行 政 の 積 極 的 支 援

〔公共交通は行政サー ビス〕

移動制約者への支援策 → 将来のまちづくりを考えた公共交通施策

道路整備費予算 → 公共交通関係費予算

[市民 ･ 企業 ･ 学校との協働〕

企業(学校)との協働こよる通勤 (通学) への利用促進 義拷浄く謎き搾群舞弐
商業、 観光との連携による利用促進

クルマ優先社会の見直し

[自動車と公共交通の程よい関係〕

徒歩、 自転車、 公共交通、 自動車等の複数の交通手段を状況に応じて選択できる

社会づくり

イ メ ー ジ 刷 新

〔見た目 ･ 快適さも大事〕

明るくきれいなイメージ

乗ってみたくなるデザイン

移動体空間としての楽しさ、 居心地のよさが感じられる

〔公共交通のよさをア ピール〕

安全面 … 交通事故の減少に貢献

環境面 … C02 削減など環境によいまちづくりに貢献 参考寵さこf弁溝猪2

健康面 … 歩く距離が増えることにより運動不足解消

経済面 … マイカー利用と比較すると想像以上に経済的 参考b
,
8まてデ導く夕では“4

〔公共交通を身近なものに〕

子供のころから公共交通機関に触れる環境づくり

市民への P R
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3 具 体 的 な 施 策

具体的な施策 カテゴリー別

〔 1 . 利用 しやす い公 共交 通 ･ ソ フ ト〕

(1 ) 通学しやすい公共交通へ ･ 武 生高 校、 武 生 東高 校 方 面 へ の 通 学 専用 ル ー ト

(朝 ) の新設 【平成 19年 u 月から改善】

(2 ) 通勤しやすい公共交通へ . 通勤 (通 学 ) の時間 帯 の 増 便 ( 1 5 分位の間隔)

･ 午後 7 時 以 降 は残 業 便 と して、 小 人 数 の バス を

割り増し料金で設定

･ 通 勤 時間 帯 に は 車内 でニ ュ ー ス を放 送

･ 通勤に公共交通 (自転車徒歩を含む) を推進し

ている企業を環境優良企業として認定

( 3 ) 利用 しやすい料金体系へ

(特に郊外部が高い)

･ 高校生通学定期の購入者への公的補助 (財源は

定期購入者増による補助金減少分相当 )

･ ポイ ン ト制 で乗っ た 回数 に応 じて 料 金割 引

･ 値 下 げの 断行 (自 動 車の 維 持 費 を含 める と 公 共

交 通 は確 かに安 い が、 日々 の ガ ソリ ン代 だけ で

比 べる と 自動 車よ り コス ト高 )

(4 ) その他

(定時性 時 刻表がわからな

い ･料金がわからない)

･ ｢帰り に乗り 遅 れ て も安 心 サー ビス ｣ 最 終便 に間

に 合 わ な かっ た 定期 所 持 者 に 対 して割 引 タク シ

ー チ ケ ッ トを配布

･ 携 帯 から時刻 表 が 検 索 でき る システ ム 開 発

. 公 共 交通 問 い 合 わ せ 窓 口 の 設 置 (個 人向 け に 最

適な方法を回答)

･ 行 事 には、 必ず 公 共 交 通 のア ク セ ス 方 法 を記載。

行事などにあわせたルー ト時間設定 8 行事の主

催 者 は、 公 共 交通 機 関 の利 用 を 考 慮 し、 開 催 場

所 ･ 時間 等 を調 整 する。

[ 2 . 利 用 しやす い公共 交 通 ･ ハ ー ド〕

(1 ) 新型車両導入 【平成 19 年 9 月 に低 床 市 民バ ス 導入】

( 2 ) パーク & ライ ド、 サイク ル

& ライ ド

･ バス 停 の 近く に無 料駐 車 場 を設 置

･ バス停近くの公共施設の駐車場 ･駐輪場の無料開放

や、 バス停近くの企業や医療機関の駐輪場 (駐車場) 開

放の協力を要請

(3 ) 屋根 ･ ベンチのあるバス停

留所

･ 雨、 風 を しの げる 停 留 所 整備

･ バス停 を目 立た せ る 統 一性 の ある デザイ ン

･ バ ス停 や ベ ン チ を 町内 で 整 備 した 場合 の 補助制

度創設

8



･ バ ス の 中に貸 し傘 設 置

･ メ モリ ア ル ベ ンチ の設 置 (県産 材 を使用 した ベ

ン チ で、メ ッ セ ー ジ プ レー ト な ど を 付 け ら れ る。

県の補助 (半額)がある)【平成 19 年 10 月 に J R

武生駅前と武生新のバス停留所にベンチを追加

設置】

〔3 . 市 民 ･ 企 業 ･ 学校との 協働〕

(1 ) 学校との協働 ･ 生徒、 親同 士 の 口 コ ミ でバス ･ 電 車の利 便 性 を

ア ピ --ノレ

･入学式に各地域と学校間の公共交通の案内

( 2 ) 企業との協働 ･ ｢バ ス 通 勤 の 日 ｣ の取組み

(3 ) 市民からの乗る運動の展開 ･ 公 共 交 通機 関 の利 便 性 を体感 さ せ る た め、 無 料

も しく は割 引 の 日 を設 定す る

･ 子 ども会 な どに団 体割引

･ 土日 は一 日 フリ ー 乗 車券の発 行

(4 ) その他 ･ ｢公 共 交通 を利 用 す る日 ｣ を設 定 し、 全市 的 にノ

ー マイ カ ー、 ウ オ ー キ ングを 実施。 (市民 バス は

こ の 日 無料 )

. 商 店 街 と 協 働 し、 公 共 交通 で 来 られ た 方 に 対 し

て特典を設定

･駐 車場 料金 サ ー ビス と 同程度 のサー ビス 設 定 (回

数 券 以外の 人 に も 楽 しみをつ ける )

･ バス乗車中の付加価値設定

(バ ス の中 に図 書 館 の本 の 返 却箱 設 置。 商 店 街

の 宣伝、 宅 配 注 文箱 の設置 な ど)

. 市役所や J R 駅 の 待 合 室 な どにバ ス の ルー トの

地図 と 現在 バ ス の 走 って い る 場 所 を 知 らせ る 電

光 掲 示 板 の 設 置 (公 共 交通 を利 用 して い け る 場

所の宣伝、 協賛店などは地図に掲載)

〔4 . 道 路 空 間 の 再配 分 ･ コ ンパク トなま ち〕

(1 ) 公共交通を優遇 ･ 歩道 の融 雪

(2 ) 自転車で移動しやすい ･ 高 校 生自 転 車通 学の スペース 確保

(3 ) その他 ･ 公 共 施 設 の 再 配 置 (公 共 交 通 の アク セ ス を 考 え

た公共施設の配置)

[ 5 . 公共 交 通 のイメ ー ジ刷 新 ･ ア ピー ル〕

(1 ) きれいな車両 ･ バ ス 停 を含 め た 統 一カ ラー と して ア ピー ル

【平成 19 年 9 月 に低 床 市民バ ス 導入】

( 2 ) よさをア ピール ･ 公 共 交通 を 利 用 す る と 社会 に貢 献 した と 実 感 で

きるような雰囲気づくり

9



1 0

･ バ ス の チ ケ ッ ト、 停 留 所 等 を ｢環 境 に 良 い こ と

を してく れて あり が とう ｣ と い う イ メ ー ジ の デ

ザイ ンに変 更

･ 公 共 交 通 利用 の 啓発 ポス タ ー の 作 成 【こ の 政策

提言にて原案作成 … P 7 啓発 ポス タ ー (案 )】

( 3 ) 市民への P R . 広報 で継 続的 に 公 共交通利 用 の 良さ をア ピール

･ ｢公 共 交 通 を応 援 しま す ｣ のマ ーク をつく り 協賛

店や協賛企業を募集 (広告料)
う 協賛 者 に は、 環 境やま ち づく り に貢 献 して い1

るという名誉。 l

診ルー ト地図に掲載 してお店や企業を宣伝 斑

協賛者には、 環境やまちづくりに貢献していI

るという名誉。 l

ルー ト地図に掲載 してお店や企業を宣伝 斑

(4 ) 身近なものに ･小中学生の団体活動 (スポ少 ･子ども会等) へのバス利

用補助
･体験乗車の枠の拡大 (子どもだけでなく)

.公共交通を使った遠足の実施 【丹南広域公共交通機

関 活性 化 協 議会 にて 毎年 実施。 本年 は、 10 月 3 0

日 大 虫小 学校、 u 月 1 日神山小学校にて実施】

･ モ ビリティ ･マネジメ ント ( M M ) の推進 (経済、 環境、

健康面等からアピール資料を作成し配布し意識改革を促

す)

.バスの中で ｢ご意見はがき｣ を配布。 利用者の声による

改善点を市民に報告。 採用者にバスチケット進呈

(5 ) 観光との連携 ･ 休 日 に使用 してい な い 市 民バス 車 両 を、 市 内 観

光 バ ス に利用 【現 在、 観 光振 興課 に て 検 討中】



l@＼直矧ごできることl

安全面のアピール … 高齢者に対する免許自主返納推進のための取組み

- 平成 1 9 年 1 0 月 1 日施行 -

･返納者に運免許有効期限までの市民バス無料乗車

券を交付 (1年未満は 1年間の無料乗車券を交付)

転入者への時刻表配布市 民 へ の P R ◆

- 平成 1 9 年 7 月から実施 -

･市民課窓口にて転入者に対し、市民バス ｢のろっさ｣

時刻表を配布

公共交通利用の啓発ポスターの作成

P 7 啓 発 ポ今回の政策提言にて原案作成

スタ ー (案 )

通学への利用促進…高校に対する公共交通利用の呼びかけ

･公共交通機関の運行回数、 時間の充実、 料金の引き下げ

- 平成 1 9 年 1 1月 1 日から実施一

･福鉄路線バス ｢池田線｣ の運行を改善。
①武生東 ･武生高校の通学時間にあわせ、 時刻及び

連行方向を変更。
②武生駅に到着後、武生工業、武生商業、鯖江高校、

高専、 丹南高校を循環。
⑧帰路についても、 丹南高校から武生駅までを巡

回。

睫検討すべきに封
･企業 (高校)との連携による公共交通の通勤 (通学)利用促進通勤への利用促進

一事例- 通勤手当ての見直し(名古屋市役所)
･ 自転車や徒歩に対する通勤手当てを増額
･ 自動車通勤に対する通勤手当てを減額

【結果】 2000 年に比べ、 2003 年には自転車通勤者が約

50 % 増えた一方、 マイカー通勤者は約 25 % 減少



クルマ優先社会の見直し

･ パーク & ライ ド、 サイクル & ライ ド等の整備

- 平成 1 9 年 1 0 月 1 目施行 -

J R 遠距離利用駐車場を 34台分 J R 武生駅東に整備

･自転車利用促進のための屋根付き駐輪場整備

観光との連携 … 市民バスの運休日にバスを有効利用する

匡 在、 観光振興課こて検討中 i

身 近 な も の に…小 ･中学校での公共交通教育

よさをア ピール … 安全面、 環境面、 健康面、 経済面から資料を作成し自発的に

公共交通利用にシフトするように誘導

陣ぶどうくり“考えることJ

予 算 の 確 保 … 道路整備費用と公共交通関係費用とを総合的に考えた予算
配分の検討

クルマ優先社会の見直し

･車道から歩道、 自転車道へ道路空間の再配分参考P,
27~ 29

l - 事例- 自転車走行区間の確保(前橋市、宇都宮市) l

公 共 交通優 先…一般車輌より公共交通を優遇する

l一事例- バス専用道路(富山市、 北九州肺) ｣

4 啓発ポスター (案)

視覚的に、 公共交通利用促進を訴えるものとして、 啓発ポスターを作成し、 街に掲示する。
｢コンセプ ト｣

公共交通利用すると…地球にやさしい、 みんなにやさしい

① 環境 ｢E C O ｣ によい C 0 2 削減

② 地球温暖化対策
③ 健康的 ｢メタボリック対策｣

④ 快適なまちづくり

そのためには、 ｢市民の意識が必要｣ → ｢あなたの意識が街を変える｣

別添啓発ポスター (案)
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資料8l

福武線利用促進について

◇福武線利用促進･市民フオーラム

日 時 平成 1 9 年 1 1月 2 8 日 (水) 午後 7 時~ 8 時 3 0 分

参加者 3 5 0 人

主 催 越前市、越前市地域公共交通会議

内 容 福武線の現状報告 < 福井鉄道関係者>

事例発表 < えちぜん鉄道関係者>

パネルディスカッション ｢テーマ :みんなで守ろう福武線｣

コーディネーター 川上洋司福井大学大学院教授

パネラー 福武線利用者等

◇｢残そう福武線 ! !電車は地域の財産だ｣市民フオーラム

日 時 平成 2 0 年 2 月 2 5 日 (月) 午後 7 時 ~ 8 時 3 0 分

参加者 3 0 0 人

主 催 越前市区長会連合会、越前市自治振興会連絡協議会、連合福井南趣地域協議

会、 丹南市民自治研究センター

内 容 講演 『公共交通としての福武線と地域づくり｣

N P O 法人 ふくし、路面電車とまちづくりの会 (R O B A )

◇福武線署名活動

越前市区長会連合会が全 1 7 地区で取り組んできた福武線存続のための署名を 3月 1 4 日、 越

前市長と越前市議会議長に提出。
なお、 この時点の署名数は、 約 4 9 , 5 4 4 人。

◇福武線存続に向けた沿線住民の合同会議(仮称)開催

日 時 3 月 8 日 ･ 1 8 日 鯖江市役所

出席者 福井市自治会連合会

越前市区長会連合会

鯖江市区長会連合会

協議結果 沿線 3市の住民などが結束して、福武線の存続のために『乗る運動｣ などに

よる利用促進運動を推進するため、 沿線 3 市合同の組織を立ち上げた。

◇越前市･福武線利用促進･市民会議(仮称)

2 月 2 5 日及び 3 月 2 4 日に、越前市区長会連合会、越前市自治振興会連絡協議会、連合福

井南越地域協議会、越前市老人クラブ連合会等が集まり、今後の利用促進に向けた取り組みを

協議。
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1資料8l

事業の運営と行政の支援

金 融 機 関

,宙讓河
増資

福井鉄道(株) 8鰹瀞で支援
撤退

地元資本で運営

福 武 線 乗合バス等

地取得

罰補助 バス路線維持補助金

(既存補助金)

県 ･沿線 3 市 県 ･関係市町
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